ンプ ルー ブ メ ント ・ プ ラン (以下 「 本 件 
な 成果 を 要求 し 、 そ の 不 達成 の 場合 に は 
EE は も じ が か し な が ら 。 
不 達成 の 場合 に それ に 名 を 借り て 、 実 質 」 
E 由 と し て 、 通 知 
われ て いる も の と 認め ざる を 得 ま せん 。 
止 さ れる も の で ある ば か りか 、 仮 に 本 信 
解雇 は 無効 と な る も の で す 
つ 今 後 解雇 等 の 不利 益 処分 を 行 
h 人 は 公益 通報 者 保護 法 に 基づき 、 解 雇 の 無効 確 
] 者 の 地位 の 保全 及び 賃金 の 仮 払 い を 求め て 仮処分 を 申し 立て る 所 存 で ある 旨 、 こ こ に 通 
MCE 詳 六 必 ポ びす 。 


性 を 示唆 し て い 


為 に 関す る 通 


as 


時 


> 


1 . 


(0 


東京 都 千 代田 
ウー ニク ググ ツー 

ドイ ツ 証 券 株 式 会 
E 長 デイ ビッ ド 


代表 取締 役 視 


幣 職 は 通知 人 人 ディー パッ ク ・ モ ー ジ ャ ー 
人 ドイ ツ 証 券 株 式 会 視 


EE は 、 そ の 被 有 


hl する も の で 3 


報 行 為 を 政 


区 永田 町 2 丁目 


1 1 番 1 号 


日 者 で ある 通知 人 に 対 
プラ ン 」) な る も の を 提示 する な ど 


員 


・ ハ ッ ト 左 


法人 


「 通 知人 」) を 代 
対し 、 下 記 の と お り 通 


ピコ 


ト 上 (以下 「 貴 社 」) に 


O 入 
『 わ な いよ う 


F 成 1 9 年 7 月 2 


IO 


ディ ー パ ッ ク ・ モ ー ジ ャ ー ニ 代理 


眞 紀 


し て 達成 の 


通知 人 に 対し て 解雇 を 含む 不利 益 処分 を 行う 可能 


以下 に 述べ る と お り 、 


この よう な 成果 要求 は 、 成 果 


6 日 


守 井町 3 番 2 9 号 
尾 井 ロイ ヤル ハイ ツ 


日 本 ・ 太 田 ・ 宮 | 事務 所 


E し て 、 被 通知 


日 付け で パー フォ ー マ ン ス ・ イ 
困難 


行っ た 貴 神 


HH 人 に 対 
その よう な 取扱 
E ブ ラン に 基づい て 解雇 が 行わ れる 場合 は 、 か か る 


as 


E プ ラン を 撤 此 


対し 、 直 ち に 本 伯 


E つ て 、 通 


通知 人 に よる 公益 通報 行為 


本 件 通報 行為 と その 内 容 


上 の 違法 行 
し 解雇 その 他 の 不利 益 取 扱 を する 意図 
報 者 保護 法 に よ 


で 行 


り 禁 


し 且 


求め る と と も に 、 仮 に 解雇 が 行わ れ た 場合 に は 、 
訴え を 提起 し 、 あ わせ て 被 


as 


1 時 
開 株 投資 家 ) 
の 業務 運営 」 
HH 人 は 、 


通 和 


で あり 、 
上 の 問題 点 


知人 は 、 高 度 の 経験 を 積ん だ 米国 


日 ご ろ よ り 、 
こつ いて 根本 的 


の 業務 と 証券 業務 と の 分 離 を 含む 、 
じじ: て 区 半 。 


貴社 の 


ーー 


人 デラ イペ ー ト *・ エ クイ ディ イジ ベス クー ( 玉 公 
属す る ドイ ツ 銀 行 グ ルー プ (以下 「 貴 グル ー プ 」) 
な 改善 が 必要 で ある と 感じ て いま し た 。 即ち 、 特 に 
(a ) 株 式 公開 買 付 に 関す る 非 公開 情報 の 取り 扱い (b) 金融 機 
いわ ゆる ファ イア ー ウ ォ ー ル 規 目 


関 と し て の 銀行 
つい て 懸念 


の 違反 に 


本 件 プラ ン の 提示 等 貴社 に よる 成果 要求 が 行わ れる に 先立ち 、 通 知人 は 、2007 年 4 
月 1 2 日 付け で 、 貴 グル ー プ の グロ ー バ ル ・ バ ン キ ング 業務 担当 最高 責任 者 で ある マイ ケル ・ 
コア ー ズ 氏 に 対し 、 貴 社 に お いて 「 証 券 取 引 法規 制 違反 行為 が 故意 に 膨大 な 件 数 行わ れ て 
お り 、 刑 事前 の 問題 も 生じ うる こと か ら 、 改 善 の 必要 が ある 」 と の 進言 を し た 書 筒 (以下 
「 本 件 書簡 」) を 送付 し まし た 。 

これ を 受け て 、 通知 人 は 更に 、 同年 同月 2 4 日 、 貴社 人 事 担 当 の 村上 清 氏 の 要請 に より 
コン プラ イア ンス 部 門 の 梶野 大 毅 氏 、 法 務 担 当 の 木村 智彦 氏 、 及 び 村 上 氏 の 3 名 (いずれ 


も 通知 人 と は この 
に 関す る 上 記 3 名 の 質問 に 対 し 、 
本 件 で 


コー 


( 敵 職 注 : 


日 初対面 


令 1 2 条 1 項 7 号 、 


「 本 件 


答 」 


昌 


iD2R 


(b) 


(a ) 非 公開 情報 の 取り 扱い ! 


レコ 


( 


25) 


ロジ ェ 


財産 ( 


な 


人 の 非 公開 会 視 
書類 の 持ち 去 
当時 マダ ン 氏 は 貴社 ドイ ツ 
こ 上 司 で ある フラ ンク ・ フ ォ レ ル 氏 に 確認 し た と ころ 書類 は 渡さ な いよ 
れ て いた こと も あり 、 マ ダン 氏 の 猛烈 な 抗議 に 


カ ュ 


ある 。 
前 ( 


\ーN 


う 戦 


ら な 


こ 関 する カ 


こ 関 する 違 
イツ 銀行 取締 役 で コマ ー シ ャ ル ・ リ アル エス テー ト ・ グ ルー プ の 貢 人 
スニ ー ル ・ マ ダン 氏 に よっ て 故意 を も っ て 行わ れ た も の で ある 。 貴 視 
通知 人 は 、 あ る 
後に その 経営 間 
略 を 考案 し て いた が 、 
グ ド トド 代 お いて 、 マダ ジ 民 感 、 
E 公 開 情報 は 業務 
\ も の と され て いる と ころ 、 


) と の 会 議 に 出席 し 、 
証券 取引 
は 、(a ) 証券 取引 法 4 5 条 3 号 、 
証券 取引 法 3 2 条 1 項 、8 項 ) の 違 


反 。 こ れ は 、2006 年 10 月 16 


本 件 書 信 で 通知 人 の 言及 し た 違反 の 詳細 
た 上 の ファ イア ー ウ ォ ー ル に 関す る 以下 の 2 点 
証券 会 社 の 行為 規制 等 に 関す る 内 閣府 
反 に つい て 説明 し まし た (以下 


日 、 当 時 ド 
EE 者 で あっ た 
EE へ の 入 視 


前 


上 場 不 動産 投資 法人 の 株 式 を 取得 し て 少数 株 主 の 地位 を 得 た 


E* を し て 公開 買 付 を 通じ た マネ ジメント バイ アウ ト を 行わ せる 、 と 


通知 人 が 貴社 


に お いて その 戦略 を 採用 し て 進め た プ 


上 和 色 


法律 上 ( 


は 公開 買 付 に 関し て 証券 発行 者 の 業務 ・ 
内 部 関係 者 以外 に は 伝 達 し て は 
か か る 公開 買 付 に 関す る 非 公開 情報 (当該 法 


hh る 必要 の ある 


上 と し た 場 


合 の 市 場 1 


ら の 関連 


を 渡さ な か っ た 。 


格 ) を 、 通 知人 と の ミー ティ ング 及び 通知 人 


り に より 、 


証券 株 式 会 和 


意図 的 に 通知 人 か ら 取 得 し よう と し た も の で 
UN よ 事 


こも か か わら ず 、 


DI 


(b ) 金融 機関 と し て の 銀行 の 業務 と 
マー シャ ル ・ リ アル ・ エ ステ ー ト 部 門 の 責 人 
ャ ル ・ リ アル ・ エ ステ デー ト 音 
て お り 、 貸 付 債権 証券 化 案 件 
な く 貴 社 ド イツ 証券 側 責 介 


ある 。 


(この 際 、 通 知人 は 違法 行為 に 関す る 具体 的 
この 会 議 の 席 で の 会 


氏 は 通知 人 に 対し 、 


な お 、 こ の よう な 貴 相 


E の ファ イア ー ウ ォ ー ル 規 指 


的 に 不正 な と ころ ! 


(2) 公 答 通報 者 保護 


行 東京 支店 が 金融 庁 か ら 
年 5 月 に は 同庁 か ら 行 政 処 分 が 出さ れ て v 
っ た 継続 性 ある 違法 
に より 日 本 市 場 で の 営業 自 
て も 事態 が 無視 され る だ け で ある と 直感 し て いま し た 。 
心から 、 貫 社 及 び ド イツ 銀行 グル ー プ に お いて 長期 間 継 % 
に 忍び ず 、 そ の 根本 的 解決 を 促す 意図 
全く 存在 せ ず 、 本 休 


と ころ で 、 公益 通 報 者 保護 法 は 、 労 働 者 が 、 そ の 雇用 ヨ ョ 


財産 等 の 保護 に か か わる 法律 」 
的 に 刑罰 規定 に 違反 する 行為 と な る 店 
主 に 通報 する 場合 に 、 
また 当該 事業 主 に よる その 他 の 不利 益 


か か る 通 ま 


働 者 を 保護 し て い 


通知 人 に よる 本 休 
避 答 中 に 概観 され た と お り 、 そ の 雇 
社 の 行為 規制 等 に 関す る 内 閣府 令 1 2 条 1 項 7 号 、 及 び 


E 書 偽 及 び 本 人 


て 禁止 され て いる 行為 で あり 、 


証券 業務 と の 分 離 。 


圧 者 が 、 
B 門 の 貸付 オリ ジ ネ ー 


E 者 が ドイ ツ 銀 行 側 の 従業 』 


E 成 1 2 名 


こ 陥 ちら せ か ね ず 、 通 知人 の 直属 


た へ 、 の 


Co 


か ら 上 述 の よう な 進 


証拠 を 敢えて 提示 し に 
話 を 秘 徐 と する よう その 場 で 指 


ませ ん で し た が 、 村 」 
示 し て いま す 。) 


I 対 応 の 不 十分 性 に 
E 及 び 平 成 1 6 年 の 2 度 に 渡っ て 指 
ゝ る と ころ で も あり 、 
状態 で も る と 言え ます 。 通 知人 
体 を 危機 


貴社 ドイツ 証券 の コ 

実 上 ドイ ツ 銀 行 の コマ ー シ 
ョ ン ビ ジネス の 責任 者 を 兼ね 
に お いて 、 顧 客 か ら の 情報 共有 の 同意 書 を 取る こと 


指示 を 出し て いる も の で 


[T 


つい て は 、 ド イツ 銀 
摘 さ れ て お り 、1 6 
現状 は この よう に 長期 に 渡 
は 、 貴 グレ ルー プ が その 継続 的 違反 行為 
司 に 進言 し た と し 


通報 は も っ ぱら 公益 を 図 


答 (以下 あわ せ て 「 本 件 : 


これ に 違反 し た 証券 会 
号 で 行政 処分 が 発せ られ うる も の で す 。 


H 主 で ある 貴社 に よる 


主 等 に つい て 「 国 昌 
同 法 に 定め られ た 法 有 
反 が 生じ て いる 冒 を 、 不 正 の 目 措 
中 と する 層 用 主 に よる 当 訪 事 業 主 の 解 層 を 無効 と し 、 


命 、 身 体 、 
E (証券 取引 法 を 含む ) の 最終 


中 社 へ の 忠誠 
する この よう な 問題 を 看過 する 
言 を し た も の で あっ て 、 そ の 目 
的 か ら 出 た も の で す 。 


、 当 該 雇 用 


は 、 通 知人 の 本 件 
証券 取引 法 4 5 条 3 号 、 証 券 会 
取引 法 3 2 条 1 項 、3 項 に よっ 
は 、 証 取法 5 6 条 1 項 3 
同 条 同 項 で 発せ られ た 業務 停止 処分 に 違反 し た 場 
合 に は 1 9 8 条 の 4 第 2 号 で 、 そ れ 以 外 の 行政 処分 に 違反 し た 場合 に は 2 0 8 条 第 5 号 で 、 


証券 
上 に 対 し て ! 


取扱 いも 禁止 する こと に より 、 か か る 通報 を 行う 労 


それ ぞ れ 禄 貞 


] が 適 


用 


デー 


され る の で あっ て 、 


最終 的 に は 


その 存在 を 雇 / 


報 する 本 人 


] 主 に 通 


まま 9 - ま 央 。 


通知 人 の 通報 目 


的 に ! 


fi。 


神 


社 


な お 、 


ゝ レ 


(a ) 当該 プ 
開 情報 は 存在 
の 2 
を 受 
され て いた 、 


人 


は これ を も っ て 通知 人 を 不利 益 


通知 人 は 
で ある ハッ ト 氏 か ら 本 人 
ロジ ェクト は 当 
し な か っ た の で 、 プ ァ イ 
レル 氏 が ドイ ツ 銀 行か ら デ ィ ー ル ・ 
qa し た こと も な けれ ! 
と 


侍 の 反応 


、 本 人 


通知 内 容 を 否 


[当時 


書 の 
通知 人 の 


さ 報 告 


昌 


答 し 、 


の 情 
ズ グ ーー と ど し て で 、 


ESbCC いい ム も の で です) で し た が 、 
人 の 成果 の 不 十 分 性 を 政 


に は 、 
成 


通知 


as 


ま し た 。 通知 人 と し て は 、 
E 記 (a ) に つ 
報 が 問題 と 


通報 行 為 ( 
上 述 の と お り 不 正 の 目 
E が か か る 通報 行為 を 理由 と し て 通知 人 寺 和 ME は 無効 と な り 、 


に 取扱 うこ と を 禁止 され る こと は 明らか で す 。 


、 公 知 の 情報 に 基づく 


存在 も 


通報 


は 、 公 益 通報 者 保護 法 に い う 公益 通報 に 
的 は 存 し ませ ん 。 よ っ て 、 


通報 行為 の 約 2 ヶ月 後 の 6 月 13 


* 定 する 書 筒 を 受領 


アデ アー ウォ ー ル 規 眼 
クタ バイ ジラ イン 


内 容 に! 


この よう な 


日 


な っ て い 


意 な が ら 


報 行為 の フォ 


EE 


2. 貴 


山 開 


上 の 通知 人 ( 


突然 の 成果 要求 と その 達成 


こ 対 する 成果 要求 


本 休 
9 
ー プ の 環境 内 に 


摘 な いし 要求 を 受け る の は 


E プ ラン に 


か 5 日 後に 、 
中 プラ ン を 通知 人 


は 、「 現 職 に 


\ て は 、 確 か に 顧客 情 


顧客 の た めで な く 自 身 が 貴 


ド の と お り 通 知人 に よる 本 件 : 
通知 人 の 成果 ( 
に 提示 
、 通 知人 が 2006 和 


お ける あな た の 成果 は 、 
日 まで ) 正式 に モニ ター され る こと に 


報 は 存 し ませ ん が 、 


| 違反 は な 
書 (商機 を リス ト し た 報告 
報 共有 契約 書 は 
は 証拠 が 示さ れ て お ら ず 、 根 拠 が な い 、 


報告 
認識 し て いな い 。 


まま 75 - 算 さ 


* (b) 


情 


答 は 到底 納得 で きる も の で は あり 3 
上 ( 買 付 タ ー ゲ ッ ト 会 
E し た 。 そもそも 通知 人 は 、 プ ライ ベー ト ・ エ クイ ティ ・ イ ン ベ 


発行 会 視 


剖 を も っ て 禁止 され る 行為 で すか ら 


該当 


ご ヴ 


串 池 


E7C。 


N 
ノ 


日 付け で 、 貴 神 
剛 
ビジ ネス 構想 に 過ぎ ず 、 顧 客 の 


代表 取締 役 社長 
お いて 、 同 氏 ( 


9 上 


ン 


公 
ドイ ツ 証券 側 の 
= 書 ) 


適切 に 締結 
と し 
E せ ん (例え ば 、 


ペン 


同氏 の その 書簡 の 


E 由 に 会 議 の 申し 入れ を 受け 
困難 か つ 極 め て 異例 の 成果 要求 を 突き つけ られ た も の で あり 、 
ロー アッ プ を する いと ま が な いま ま 放 


困難 性 


報 の 内 容 を 否 


の 計 
で m 粗 


[1 時 
こ 関 し 、 
し て 


ト E の た め に 貴社 


E9 月 に 入 視 


日 付か ら 実 に 5 
、 次 項 に 
現在 3 


軒 


E で の と ころ 、 不 本 
せ ざ る を えな い 状 況 で す 。 


の 財産 で 投資 業務 を 行う こと が 
日 後 の 6 月 18 


日 
達 


述べ る と お り 、 


* 定 する ハッ 


氏 か ら 通 知人 に 対 
を 要求 し 、 更 に その 9 


日 後に は 


ゝ ます 。 こ の よう な 成果 の 問題 に つい て 指 
E し て 以降 初め て の こと で す 。 


上 記 の ま 


な り 


す 。 こ の 】 


、 


適応 し 、 あ な た の 役 書 


の 貢 人 


E を 果 た 


間 ( 注 : 6 月 27 
間 は 、 あ な た が ドイ ツ 銀 行 グ ル 
す 能 力 を 有する か どう か 確認 する 機会 


日 か ら 8 月 


を 会 社 に 与え る も の で す 。」 と の 記述 が あり 、 通 知人 の 達成 すべ き 課題 と し て 、 
詳細 な 顧客 へ の 架 電 及び 訪問 報告 書 の 提出 、 特 定 プ 
細 な 報告 書 (実施 プラ ン の 詳細 を 含む ) の 提出 を それ ぞ れ 6 月 29 
日 を 期限 と し て 要求 する ば か りか 、 


リス ト の 提出 、 


月 1 


詳細 な 顧客 
ロジ ェクト に 関す る 詳 
日 、7 月 2 日 、7 月 4 


日 本 証券 業 協会 の 証券 外務 員 資 格 試験 の 一 種 試験 に 8 
日 まで に 合格 する こと を 要求 し て いま す 。 


し か し な が ら 、 ま ず 、 証 券 外務 員 資 格 試験 に つい て は 、 通 知人 の 入社 時 に は 一 種 資 格 試 


験 より も 合格 し 易い 二 種 資格 の み が 要 求 さ れ て いた に 過ぎ ず 、 通 知人 は これ に 従っ て 二 種 


資格 に 合格 し て いま す が 、 一 種 資格 に 関し て は 不要 と され て いま し た 。 これ は 貴社 の コマ 


ー シ ャ ル ・ リ アル ・ エ ステ ー ト 部 門 に 投資 ビジ ネス を 新規 に 立ち 」 
務 の 遂行 の た め に は 一 種 資格 が 必要 な 
ライ アン スス 部門 は 、2007 年 7 月 12 


て いま す が 、 


て いま す 。 それに も か か わら ず 、 通 知人 に 


\ 以 上 、 


この まう に 、 
が ら 、 ま た 、 
月 余り の 8 月 1 


る 貴社 の 行為 は 、 不 必要 に 通 


える も の で あり 、 合 下 


通知 人 の 業務 に は 一 邊 


性 を 欠く 不当 な 要求 で あり ます 。 


入社 


6 月 19 


当然 の こと で あり 3 


ト げ る と いう 通知 人 の 業 
ます 。 実際 、 貴 社 コ ンプ 
目 ⑳ の 1 の ピュ テル > 衝 ラル ッ ラ シン シグ デシ イア ンズ スィ 
レー ニン グ 」 の プレ ゼン テー ショ ン に お いて 、 一 種 資 格 は 法 的 に は 必要 な いこ と を 認め 
種 資 格 を 要求 する こと は 不適 当 で す 。 ま た 、 
通知 人 は 自主 的 に 、 こ の 一 種 資 格 を 元 来 の 冒険 心から 2007 年 3 月 と 4 月 の 2 度 挑戦 し 
いずれ も 不 合 格 の 結果 に 終わ っ て いる こと は 、 貴 
通知 人 が 一 種 資格 試験 を 突破 する に は 困難 が 予想 され る こと を 重々 承知 
資格 が 必要 な い に も 拘ら ず 、 本 件 プラ ン 提 示 か ら ー ヶ 
日 まで に 、 通 知人 の 職務 上 不要 な この 資格 試験 に 合格 する よう 突 然 要 求 す 


E も ご 承知 の と お り で す 。 


し な 


知人 に 不可 能 を 要求 し て 、 通 知人 に 精 


日 の 会 議 で ステ ディー ブン ・ ア ダ 

な いし 報告 書 の 提出 な ど に つ 
し た 。 通 知人 は それ まで アダ ング 氏 の 直属 で は 
題 を 持ち 出さ れる こと 自体 、 特 に 異例 


的 プレ ッ シ ャ ー を 加 


上 述 の リス ト な いし 報告 書 の 提出 要求 に 関し て も 、 通 知人 は 、2006 年 9 月 に 
し て 以降 、 一 切 そ の よう な 要求 を 受け た こと は あり ませ ん 。 通知 人 は 、 定 期 的 に 自己 
の 活動 を 上 司 で ある フォ レル 氏 に 報告 し て お り 、 
ング 氏 が 通知 人 の 成果 の 問題 を 持ち 出す 以前 に は 、 リ ス 
て 、 一 度 も 言及 され た こと も あり ませ ん で 
な か っ た に も か か わら ず 、 ア ダン グ 氏 か ら 成 果 の 問 


ン 


の こと で す 。 ま た 、 プ ロジ ェクト の 詳細 な 報告 書 の 提出 に 関し て は 、 い くつ か の プロ ジェ 


クト に は 株 式 公開 買 付 に 関す る 非 公開 情報 が 含 3 


告 さ れる べき で は な し 


ヽ ゝ はず で す 。 更に 、 


E れ る の で 本 来 こ の よう な 報告 書 の 形 で 報 
そもそも ゃ 貴社 の コマ ー シ ャ ル ・ リ アル ・ 


部 門 に お いて 投資 ビジ ネス を 確立 すべ く 入 社 し た 通知 人 が 貴 


EE から 入 社 時 に 入社 


た め に 約束 され て いた プロ ジェ クト 進行 の た め の 財 源 を 、 現 在 ま で 理由 な く ス トッ プ さ れ 
て いる た め に 、 通 知人 が いずれ の 投資 プロ ジェ クト も 完了 させ られ ず に いる と いう 現状 か 


ら 考 えて 、 
きも の で す 。 


この よう な 要求 は 、 履 意 に 通知 人 を 当惑 させ る た め に 与え られ た 課題 と いう ペ 


実際 、 通 知人 は 、 こ の よう な 理由 か ら 本 件 プラ ン の 要求 する 課題 の 遂行 を 拒否 し 、 こ れ 
に 代え て 、 通 知人 が これ まで 独自 に 地道 に 取り 組ん で きた プロ ジェ クト な いし 成果 を 説明 
暴 付 ける 書類 を 7 月 1 9 日 付け で 貴社 に 提出 し まし た 。( な お 、 通 知人 は 入社 以来 、 こ れ 
ら プ ロジ ェクト に 関す る 報告 を 上 司 で ある フォ レル 氏 に 対し て 必要 に 応じ て 随時 行っ て い 
まし た が 、1 4 年 間 プ ライ ベー ト ・ エ クイ ティ ・ イ ン ベ ス ター と し て 経験 を 積ん だ 通知 人 
か ら の 報告 を 、 投 資 ビ ジネス の 経験 を これ か ら ス ター ト さ せよ うと する コマ ー シ ャ ル ・ リ 
アル ・ エ ステ ー ト 部 門 の 上 司 及 び 同 僚 が 十分 に 理解 で き な い こと が 多かっ た た め 、 こ れ を 
本 件 プラ ン 中 で 貴社 が 「 透 明 性 の 欠如 」 と 呼ん で いる も の と 思わ れ ま す 。) 貴社 は 、 通 知人 
が この よう に 貴社 の 設定 する 課題 を 拒否 し て 成果 を 不 達成 と する こと を 予想 し な が ら 、 又 
は 通知 人 の プロ ジェ クト が 完了 で きず に いる こと を 通知 人 に 認識 させ て 当惑 させ る こと を 
見 越し て 、 敢 えて 課題 を 突き つけ て いる こと は 明白 で す 。 実際 、 こ の よう な 課題 は 、 彼 の 
地位 ・ 肩 書 な いし 業務 役割 を 有する 他 の いか な る 者 に も 要求 され て いま せん 。 


(2 ) 成果 要求 の 実質 通報 行為 を 理由 と し た 処分 の 隠れ 三 


以上 の と お り 、 本 件 プラ ン に 基づく 貴社 の 通知 人 に 対す る 突然 の 成果 要求 は 、 そ の な さ 
れ た タイ ミン グ 及 び 内 容 が 著しく 達成 困難 な よう に 政 意 に 設定 され て いる こと 、 暴 例 性 か 
ら み て 、 そ の 真 の 目的 は 、 通 知人 が 貴社 の 成果 要求 を 不 達成 の 場合 に 、 所 定 の 手続 を 経て 
通知 人 を 解雇 する こと 、 あ る い は 、 通 知人 に 対し 精神 的 プレ ッ シ ャ ー を 与え て 通知 人 が 自 
主 的 に 辞職 する よう 仕向 ける こと に ある も の と 断 ぜ ざる を 得 ま せん 。 通知 人 に よる 成果 不 
達成 は 、 貴 社 が 通知 人 の 本 件 通知 行為 を 理由 に 通知 人 と の 雇用 関係 を 終了 させ る た め の ロ 
実 を 提供 し 、 通 報 者 で ある 通知 人 を 排除 する た め の 隠 れ 装 と し て 機能 させ る こと を 意図 さ 
れ た も の で あり ます 。 


よっ て 、 成 果 不 達成 を 理由 に 今後 な され る 可能 性 の ある 貴社 の 通知 人 に 対す る 解雇 等 の 
不利 益 取 扱い は 、 実 質 的 に 、 通 知人 が 会 社 に 対 し て 行っ た 先 の 本 件 通報 行為 を 原因 と する 
会 社 に よる 不利 益 取 扱い 及び 解雇 に 他 な ら ず 、 公 益 通報 者 保護 法 に 基づき 、 許 され な いも 
の で す 。 


き 、 当 却 の 要求 


以上 か ら 、 通 知人 は 貴社 に 対し 、 上 直ちに パフ ォ ー マ ンス プラ ン を 撤回 し 今後 解雇 等 の 不 
利益 処分 を 行わ な いよ う 求 め る と と も に 、 仮 に 解雇 等 の 処分 が 行わ れ た 場合 に は 、 通 知人 
は 公益 通報 者 保護 法 に 基づき 、 そ の 和 無効 確認 を 求め て 訴え を 提起 する と と も に 、 和 被用者 の 
地位 の 保全 及び 賃金 の 仮 払 い を 求め て 仮処分 を 申し 立て る 所 存 で ある こと を ここ に 通知 し 


E す 。 


Qr[ 


な お 、 上 記 帰 結 を 避け 得る 通知 人 の 選択 肢 に 関し て 一 言 申 し 上 げ る な ら ば 、 通 知人 と し 
て は 、 貴 社 が 今や 通知 人 に 対し 以上 の よう な 手段 を 用 いて いる 以上 、 貴 社 と の 関係 を 今後 
継続 する こと も また 、 通 知人 の 今後 の キャ リア を 停滞 させ る 可能 性 が ある こと を 論議 し て 
いま す 。 他 方 、 仮 に 通知 人 が 本 件 に 関し て 法 的 手続 き を 開始 すれ ば 、 一 連 の 公益 通報 行為 
や その 内 容 と し て の 貴社 に よる 違法 行為 の 嫌疑 が 法廷 に お いて 明らか に され る こと は 避け 
られ ず 、 お そら く 貴 社 と し て も 、 そ の よう な 事態 は 望ん で お られ な い の で は な いか と 拝 祭 
いた し ます 。 か か る 状況 に 鑑み る な ら ば 、 貴 社 と 通知 人 と の 間 で 、 そ の 雇用 関係 の 終了 に 
関し て 相互 に 満足 の いく 合意 が 成立 し うる な ら ば 、 本 件 を 円 満 に 解決 で きる 可能 性 も ある 
の で は な いか と 通知 人 側 は 考え て お り 、 仮 に 貫 社 側 で も この 考え に 賛同 され る よう で あれ 
ば 、 通知 人 と し て も 喜ん で 話合い に 応ずる 用 意 の ある こと を 、 こ こ に 申し 添え る も の で す 。 


